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People flow reconstruction based on anonymous sensor data

匿名センサ情報に基づく人流推定手法

街における感染リスクを可視化します

どんな研究
感染者の移動経路を知ることで街における感染リスクを把握できますが、個人の移動情報の収集にはプライバ
シーの問題があります。本研究では、プライバシーに配慮しながら感染リスクを把握するために、街における
匿名化された通過情報から感染者の移動経路集合を推定する手法を考案しました。

どこが凄い
移動経路をより良く推定するためには、匿名化された通過情報を正しく説明する人々の経路パターンからより
適切なものを選ぶ必要があります。本技術では、人の移動の背景にあるモデルを考慮し、通過情報間の相関関
係を調べることで、推定精度を高めることができました。

めざす未来
これから実現されるスマートシティにおいて、感染症対策は街が担う機能の1つとして考えられています。本
技術によって、個人の移動経路という個人情報を収集することなく、匿名化して収集した情報から街にいる
人々の感染リスクを推定することができます。
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